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(57)【要約】
【課題】キャストとリトリーブを繰り返すルアー釣りな
どにおいて、ロッドをホールドする腕やリーリングを行
う腕に疲労が蓄積したり、ヒットした魚の引きによって
ロッドのホールディングやリーリングが困難になること
を防止できる釣り用ベストを提供する。
【解決手段】釣り用ベストの右前身頃１Ｒもしくは左前
身頃１Ｌの少なくとも一方に設けた腰ポケット２Ｌが、
その上部に肘を載せて腕を休めることが可能な幅と奥行
を有するボックス型のアームレストに形成されている。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
釣り人が魚釣りの際に着用する釣り用ベストにおいて、右前身頃もしくは左前身頃の少な
くとも一方に設けた腰ポケットが、その上部に肘を載せて腕を休めることが可能な幅と奥
行を有するボックス型のアームレストに形成されていることを特徴とする釣り用ベスト。
【請求項２】
前記腰ポケットが、厚手のナイロン生地でボックス型の形状に縫製されると共に、当該腰
ポケットに、その上部に肘を載せたときに加わる荷重に抗して前面部の定形性を保持する
保形部材が付設されている請求項１記載の釣り用ベスト。
【請求項３】
前記腰ポケットが、各々ファスナーで開閉される同一高さの前袋と後袋とを有するダブル
ポケットに形成され、前記保形部材が、前記前袋の前面部と後面部に取り付けられたプラ
スチック製のセミハードな板体で形成されている請求項２記載の釣り用ベスト。
【請求項４】
前記板体が、前記前袋の前面部や後面部と略同一サイズに形成された厚さ約０．５～１．
０ｍｍのポリエチレン板で成る請求項３記載の釣り用ベスト。
【請求項５】
前記腰ポケットの上部のサイズが、幅約１４０～１６０ｍｍ、奥行約１１０～１３０ｍｍ
に形成されている請求項１、２、３又は４記載の釣り用ベスト。
【請求項６】
前記腰ポケットの上部に、その上部の強度を補強する皮革製又は合成皮革製の補強用パッ
トが縫着されている請求項１、２、３、４又は５記載の釣り用ベスト。
【請求項７】
右前身頃、左前身頃および後身頃の内部に救命用のフロートが装填されると共に、それら
右前身頃、左前身頃および後身頃を身体の胴部に締め止めるウエストハーネスベルトが設
けられている請求項１、２、３、４、５又は６記載の釣り用ベスト。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、釣り人が魚釣りの際に釣針やルアー、フライ、ハリス、オモリ、仕掛け等の各
種タックルを装備するために着用するベストに関する。
【背景技術】
【０００２】
この種のベストとしては、例えば、海釣り用のマリンベスト、投げ釣り用のキャスティン
グベスト、水中に立ち込んで釣るために着丈を短くしたウェーディングベストあるいはシ
ョートベスト、救命胴衣の機能を有するライフジャケット、救命用のフロートを備えたフ
ローティングベストなどがあるが、これらを総じて、釣り用ベストあるいはフィッシング
ベストと称している。
【０００３】
釣り用ベストは、その前身頃に胸ポケットと腰ポケットを設けたものが一般的であるが、
バスフィッシングに使用するルアー釣り用ベストなどは、胸ポケットを設けず、腰ポケッ
トのみを設けたものも多い。図４に示す釣り用ベストは、「ルアー釣り用バッグ」と称す
るベストであって、当該ベストも、右前身頃３１Ｒと左前身頃３１Ｌに、ルアーなどのタ
ックルを収納する腰ポケット（バッグ）３２Ｒ、３２Ｌのみが設けられ、胸ポケットは設
けられていない。
【０００４】
また、図４の釣り用ベストは、右前身頃３１Ｒと左前身頃３１Ｌが、左右一対の肩掛けベ
ルト３４Ｒ、３４Ｌを介して後身頃３５と一体化されると共に、右前身頃３１Ｒと左前身
頃３１Ｌとの間に両者を互いに分離／連結するファスナー３３が設けられ、その右前身頃
３１Ｒと左前身頃３１Ｌに設けられた腰ポケット３１Ｒ、３１Ｌは、高さが大小異なる後
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側収納部３６と前側収納部３７とで形成されて、それら後側収納部３６と前側収納部３７
に、夫々その上部及び左右側部の三方を開閉する三方ファスナー３８、３９が設けられた
構造となっている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１０－２０１４０５号公報
【０００５】
ところで、ルアー釣りは、ロッド（釣竿）を振ってルアーをポイントに投入するキャスト
と、ルアーが着水してからリールでラインを巻き取ってルアーを回収するリトリーブとを
長時間にわたって何度も繰り返すので、非常に体力を消耗する。特に、キャスト後にロッ
ドを立てたり寝かしたりしてワームやラバージグ等のルアーをボトム（水底）から浮かせ
ては落とし込む動作を繰り返すリフト・アンド・フォールや、メタルジグ等のルアーを垂
直に落とし込み、ロッドを上下に振ってアクションを付けるバーチカル・ジギングや、ロ
ッドの先端を小刻みに震わせて水中のワームに微妙なアクションを与えるシェイキング等
のロッド操作を頻繁に繰り返すと、ロッドをホールドする腕に疲労が蓄積してロッドの操
作やホールディングが苦痛になることがある。
【０００６】
また、リールのハンドルを回してラインを巻き取るリーリングを行う腕にも疲労が蓄積し
て、そのリーリング操作が苦痛になることがある。また、ルアーに大魚がヒットすると、
その魚の強い引きによって、ロッドのホールディングが困難になったり、リーリング操作
が円滑に行えなくなることもある。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
本考案は、ロッドの操作やホールディング、リーリングを行う腕を休ませて、その腕に疲
労が蓄積することを防止することができると同時に、その腕を確りと固定させて、ロッド
の操作やホールディング、リーリングを容易に行うことができ、ヒットした魚の引きによ
ってロッドのホールディングやリーリングが困難になることも防止できる釣り用ベストを
提供することを技術的課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記課題を解決するために、本考案は、釣り人が魚釣りの際に着用する釣り用ベストにお
いて、右前身頃もしくは左前身頃の少なくとも一方に設けた腰ポケットが、その上部に肘
を載せて腕を休めることが可能な幅と奥行を有するボックス型のアームレストに形成され
ていることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００９】
本考案の釣り用ベストは、ボックス型のアームレストに形成された腰ポケットの上部に肘
を載せて、ロッドの操作やホールディング、リーリングを行う腕を休めることができるの
で、その腕に疲労が蓄積してロッドのホールディングやリーリングが苦痛になることを防
止することができ、また、腰ポケットの上部に肘を載せて腕を固定することができるので
、ロッドの操作やホールディング、リーリングを容易に行うことができ、ヒットした魚の
引きによってロッドのホールディングやリーリングが困難になることも防止できるという
効果がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
本考案に係る釣り用ベストの最良の実施形態は、右前身頃もしくは左前身頃の少なくとも
一方に設けた腰ポケットが、厚手のナイロン生地でＷ（幅）約１４０～１６０ｍｍ×Ｄ（
奥行）約１１０～１３０ｍｍ×Ｈ（高さ）約２２０～２４０ｍｍのサイズを有するボック
ス型の形状に縫製されると共に、その上部に肘を載せたときに加わる荷重に抗して前面部
の定形性を保持する保形部材が付設されることにより、その上部に肘を載せて腕を休める
ことができるボックス型のアームレストに形成されている。
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【００１１】
また、腰ポケットは、各々ファスナーで開閉される同一高さの前袋と後袋とを有するダブ
ルポケットに形成されて、その前袋の前面部と後面部に夫々セミハードなプラスチック製
の板体で成る保形部材が取り付けられている。また、その保形部材となる板体は、前袋の
前面部や後面部と略同一サイズを有する厚さ約０．５～１．０ｍｍのポリエチレン板で形
成されている。また、腰ポケットの上部は、その幅と奥行が肘を載せて腕を休めたり固定
するのに最適なサイズ（Ｗ×Ｄ：約１４０～１６０ｍｍ×約１１０～１３０ｍｍ）に形成
されると共に、その上部の強度を補強する皮革製又は合成皮革製の補強用パットが縫着さ
れている。
【００１２】
更に、右前身頃、左前身頃および後身頃の内部に発泡ポリエチレン等の浮力材で成る救命
用のフロートが装填されると共に、それら右前身頃、左前身頃および後身頃を身体の胴部
に締め止めるウエストハーネスベルトが設けられている。
【実施例】
【００１３】
図１は本考案に係る釣り用ベストの一例を示す正面図、図２はそのベストの要部の構成を
示す図、図３はそのベストの使用状態を示す図である。
【００１４】
本例の釣り用ベストは、ルアー釣りに好適なベストであって、その基本構造は、右前身頃
１Ｒと左前身頃１Ｌに、摩擦強度の高いナイロンタッサーやナイロンツイル（デュポン社
の商品名）等を素材とする厚手のナイロン生地で縫製された腰ポケット２Ｒ、２Ｌが設け
られ、右前身頃１Ｒと左前身頃１Ｌとの間に、両者を互いに分離／連結するファスナー３
が設けられ、右前身頃１Ｒと左前身頃１Ｌが、夫々左右の肩掛けベルト４Ｒ、４Ｌを介し
て後身頃５と一体化された構造となっている。
【００１５】
また、本例のベストは、右前身頃１Ｒ、左前身頃１Ｌおよび後身頃５を形成する表地と裏
地との間に、合計約８Ｋｇの浮力を有する分量の発泡ポリエチレンあるいは発泡ポリスチ
レン、ＰＶＣ等の浮力材で成る救命用のフロート（図示せず）が装填されると共に、当該
フロートが装填された右前身頃１Ｒ、左前身頃１Ｌおよび後身頃５を身体の胴部に締め止
めて固定するウエストハーネスベルト６が設けられて、フローティングベストないしライ
フジャケットに形成されている。
【００１６】
そして、左前身頃１Ｌに設けた腰ポケット２Ｌが、厚手のナイロン生地でＷ（幅）約１４
０～１６０ｍｍ×Ｄ（奥行）約１１０～１３０ｍｍ×Ｈ（高さ）約２２０～２４０ｍｍの
サイズを有するボックス型の形状に縫製されると共に、その上部に肘を載せたときに加わ
る荷重に抗して前面部の定形性を保持するセミハードなプラスチック製の板体で成る保形
部材１１ａ、１１ｂ及び１１ｃが付設されることにより、その上部に肘を載せて腕を休め
ることができるボックス型のアームレストに形成されている。
【００１７】
また、腰ポケット２Ｌは、各々止水ファスナー７、８で開閉される同一高さの前袋９と後
袋１０とを有するダブルポケットに形成されて、その前袋９の前面部と後面部に保形部材
１１ａ～１１ｃが取り付けられている。
【００１８】
各保形部材１１ａ～１１ｃは、低密度ポリエチレンで成形された厚さ約０．５～１．０ｍ
ｍのポリエチレン板を前袋９の前面部や後面部と略同一サイズにカットして成るもので、
保形部材１１ａが、腰ポケット２Ｌの前面部でもある前袋９の前面部にミシンで縫い付け
て取り付けられ、保形部材１１ｂが、前袋９の前面部の裏面に対して面ファスナー１２で
脱着可能に取り付けられ、保形部材１１ｃが、前袋９の後面部に対して面ファスナー１３
で脱着可能に取り付けられている。
【００１９】
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腰ポケット２Ｌの上部は、幅約１４０～１６０ｍｍ、奥行約１１０～１３０ｍｍのサイズ
に形成されると共に、その上部の強度を補強する合成皮革製の補強用パット１４が止水フ
ァスナー７、８の部分を避けて縫着されている。また、腰ポケット２Ｌの前袋９に設けら
れた止水ファスナー７は、前袋９の上部と左右側部を開閉する三方ファスナーとなってお
り、後袋１０に設けられた止水ファスナー８は、後袋１０の上部と右側部を開閉する二方
ファスナーとなっている。
【００２０】
なお、ベストの右前身頃１Ｒに設けた腰ポケット２Ｒは、止水ファスナー１５で上部と左
側部の二方が開閉されるファスナーポケット１６の前面部に、上部を開放したオープンポ
ケット１７が形成された構成となっている。
【００２１】
以上が、図１～図３に示す釣り用ベストの構成であり、次に、その作用効果について説明
する。例えば図３の如く、ルアーロッド１８を右手で持って、リール１９のハンドルを左
手で回す場合は、リーリングを行う左腕の肘を腰ポケット２Ｌの上部に載せて、その腕を
休めることができると同時に、その腕を腰ポケット２Ｌの上部に固定して円滑なリーリン
グを行うことができる。また、リール１９のハンドルが左右逆側に取り付けられている場
合は、ルアーロッド１８を左手で持って、リール１９のハンドルを右手で回すことになる
ので、この場合は、ルアーロッド１８をホールドする腕を休ませることができる。
【００２２】
また、腰ポケット２Ｌは、その上部に肘を載せたときに加わる荷重に抗してその前面部の
定形性を保持する保形部材１１ａ～１１ｃが付設されているので、図３の如く、肘を載せ
たときに加わる荷重によって上部に凹みが生ずるものの、その荷重によって圧し潰される
ことはない。すなわち、ナイロン生地でボックス型に縫製された腰ポケット２Ｌは、その
上部に肘を載せると、その上部に凹みが生ずるが、保形部材１１ａ～１１ｃによって前面
部の定形性が保持されるので、圧し潰されることはない。
【００２３】
また、保形部材１１ａ～１１ｃによって腰ポケット２Ｌの前面部の定形性を保持すれば、
図３の如く、腰ポケット２Ｌの上部に載せた肘と前腕部が、その上部に生ずる凹みにスッ
ポリ納まって、腰ポケット２Ｌから脱落することが防止されるので、ロッドの操作やホー
ルディング、リーリングを行う腕を確りと固定させることができる。
【００２４】
また、腰ポケット２Ｌを設けた左前身頃１Ｌは、その内部に装填された発泡ポリエチレン
等で成るフロートによって定形性が付与されているので、その左前身頃１Ｌによって腰ポ
ケット２Ｌの後面部の定形性も保持され、更に、その左前身頃１Ｌが右前身頃１Ｒおよび
後身頃５と共にウエストハーネスベルト６で身体の胴部に締め止められることによって、
腰ポケット２Ｌが身体の胴部に固定される。したがって、腰ポケット２Ｌは、ロッドの操
作やホールディング、リーリングを行う腕を確りと固定させることができる。
【００２５】
なお、本例の釣り用ベストは、その左前身頃１Ｌに、ボックス型のアームレストを成す腰
ポケット２Ｌが設けられているが、これに限らず、腰ポケット２Ｌと同様の構成を有する
腰ポケットを右前身頃１Ｒに設けたものであってもよいし、本考案の釣り用ベストは、右
前身頃と左前身頃の双方にボックス型のアームレストを成す腰ポケットを設けて、ロッド
をホールディングする腕と、リーリングする腕とを双方共に休めることができるようにし
たものであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
本考案は、釣り用ベストに従来にない新規な機能を付与してその有用性を高めるものであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
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【図１】本考案に係る釣り用ベストの一例を示す正面図
【図２】本考案に係る釣り用ベストの要部の構成を示す図
【図３】本考案に係る釣り用ベストの使用状態を示す図
【図４】従来の釣り用ベストを示す正面図
【符号の説明】
【００２８】
　１Ｒ　右前身頃
　１Ｌ　左前身頃
　２Ｒ　腰ポケット
　２Ｌ　腰ポケット
　３　　ファスナー
　４Ｒ　肩掛けベルト
　４Ｌ　肩掛けベルト
　５　　後身頃
　６　　ウエストハーネスベルト
　７　　止水ファスナー
　８　　止水ファスナー
　９　　前袋
１０　　後袋
１１ａ　保形部材
１１ｂ　保形部材
１１ｃ　保形部材
１４　　補強用パット
　

【図１】 【図２】
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